
(57)【要約】
【課題】  真珠貝の精液を凍結保存し、必要に応じて解
凍して真珠貝から採取した卵に受精させる。
【解決手段】真珠貝から精液を採取し、－４０以下の温
度で凍結保存し、必要に応じてこの凍結した精液を解凍
して真珠貝から採取した卵に添加して受精させ、稚貝を
生育する。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  真珠貝より精液を採取することと、前記
採取した精液を－４０℃以下の温度に凍結して保存する
ことと、真珠貝より卵を採取することと、前記凍結保存
した精液を解凍することと、前記解凍した精液を前記採
取した卵に添加して受精させることと、前記受精した卵
を孵化して稚貝を得ることとからなる真珠貝類の人工種
苗生産法。
【請求項２】  前記採取した精液に海水を加えてこれを
約２０乃至９０％の濃度に希釈する請求項１に記載の方
法。
【請求項３】  前記希釈した精液に凍害防御剤を添加す
る請求項２に記載の方法。
【請求項４】  前記凍害防御剤として濃度約８乃至約１
０％のジメチルスルホキシドを使用する請求項３に記載
の方法。
【請求項５】  前記凍害防御剤としてスクロースを使用
し、その最終濃度を約０．３乃至約１．０モルとする請
求項３に記載の方法。
【請求項６】  前記凍結保存された精液を約２５乃至約
４０℃の海水または温水によって解凍する請求項１に記
載の方法。
【請求項７】  前記凍結保存された精液をインキュベー
タを用いて解凍する請求項１に記載の方法。
【請求項８】  前記受精卵を洗浄して不要な精液および
添加された前記冷害防御剤を除去する請求項１に記載の
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は真珠貝類の人工種
苗生産法、より詳細には「あこや貝」や「しろちょう
貝」その他の人工種苗生産法に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、養殖真珠の生産には、品質の良
い真珠を生産し、その生産効率を高めるために、遺伝的
に優秀な真珠貝類、主として「あこや貝」を多量に生産
することが求められ、そのために、真珠貝を天然採苗あ
るいは人工採苗によって入手していた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】この従来の方法によれ
ば、種苗生産用の成貝になるまでに、およそ２年乃至５
年の歳月を必要とし、一種苗生産用の成貝が産業上の利
用可能な範囲における種苗生産回数は１回または２回程
度に限られている。
【０００４】一方、人工種苗生産に当たって、人為受精
の方法が開発されているが、真珠貝から採取した精液を
低温度で保存して真珠貝を人為的に受精させる手段につ
いては、まだその具体的な方法および成功例が報告され
ていない。
【０００５】この発明の主目的は、真珠貝の精液を採取

して凍結保存し、必要に応じて解凍して人為的に真珠貝
の卵に受精させて、優秀な真珠貝を多量に生産する真珠
貝類の人工種苗生産法を提供することにある。
【０００６】この発明のさらに目的とするところは、真
珠貝の品種を改良し、その系統保存と育種および安定生
産を行うために真珠貝類の人工種苗生産法を提供するこ
とにある。
【０００７】
【問題を解決するための手段】この目的を達成するため
に、この発明の真珠貝類の人工種苗生産法は、雄の真珠
貝から精液を採取し、採取した精液を凍結保存し、新鮮
な真珠貝の母貝から採卵して人為的に受精させたのち、
これを孵化させて飼育することからなるものである。
【０００８】
【発明の実施の形態】この発明の好ましい実施形態につ
いて詳細に説明する。すなわち、この発明によれば、真
珠貝の軟体部から精液を採取する。精液は充分に成熟し
たものを採取することが好ましい。通常、１個のあこや
貝から採取できる精液の量は約５ｍｌで、精子の数は約
３０億個である。
【０００９】次に、採取した精液は、そのままでは精子
間の間隔が狭く、凍結時に機械的に破壊される恐れがあ
るため、海水を添加して約２０乃至９０％の濃度に希釈
する。
【００１０】また、採取した精液を凍結させると、細胞
内に氷結晶を形成し、精子が死滅するため、これに凍害
防御剤を添加する。凍害防御剤としてはジメチルスルホ
キシド（Ｃ2 Ｈ6 ０Ｓ）あるいはスクロース等を使用す
る。凍害防御剤として添加するジメチルスルホキシドの
濃度は、最終濃度において約８乃至１０％とし、平衡時
間を短時間とすることが望ましい。また、スクロースの
最終の最適の濃度は約０．３乃至１．０モルである。
【００１１】凍結して保存した精液は－４０℃以下に保
持しないと、解凍後に卵との受精能力を失うため、これ
を－４０℃以下の温度に維持して、液体窒素中もしくは
凍結保存容器に入れて保存する。この保存容器は他の動
物、例えば牛の精液の凍結保存に使用するものと同一の
容器を使用することができる。
【００１２】凍結保存する温度の下限は、特に限定され
ない。液体窒素を用いて－１９６℃にすることもできる
が、他の媒体、例えば液化ヘリュウムを使用すれば－２
７３℃とすることもできる。しかし液化ヘリュウムは経
済的に採算が引き合わないので不適当である。
【００１３】このようにして凍結保存した真珠貝の精液
を、必要に応じて融解して受精に供する。そのために
は、新鮮なあこや貝から卵を取り出す。その採卵方法
は、前述した精液の採取と同一の方法で行うことができ
る。１個の貝から採取できる卵の量は約３００万個であ
る。
【００１４】凍結保存された精液の融解は、これを急速
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度で行うことが望ましい。そのために、例えば約２５乃
至約４０℃の温度の海水または温水、あるいはインキュ
ベータを使用して凍結保存精液を融解する。融解した精
液を採取した新鮮な卵と受精させる。その受精には、例
えばアンモニア媒精法を適用する。
【００１５】その受精後、その受精を、たとえば卵およ
びその周囲に受精膜の形成されたことによって確認す
る。この確認後、不要な精液および凍害防御剤を除去す
ることが好ましく、そのために受精卵を洗浄する。
【００１６】洗浄した受精卵は海水を入れた水槽に移し
て孵化させて、その幼貝にこれまで周知の方法、例えば
植物プランクトンその他適当な培養飼料を与えて飼育す
る。
【００１７】
【実験例】あこや貝を開いて、貝の軟体部にメスを入
れ、精液を採取し、これを海水で希釈して、凍結防御剤
としてジメチルスルホキシドを添加して、その濃度が１
０％になるようにした。
【００１８】この精液を０．５ミリリットル（容量）の
ストロー管に封入して、液体窒素を冷媒とするプログラ
ムフリーザーに収容し、１５℃の温度から－７０℃の温
度まで毎分９℃の降下速度で冷却した。

【００１９】この－７０℃に冷却された精子を－１９６
℃の液体窒素の中に浸漬して凍結保存した。この凍結保
存したあこや貝の精液を３５日間保存した後に取り出し
て、２５℃の海水中に３０秒浸漬して融解した。
【００２０】この融解された精液をそのまま新鮮なあこ
や貝の卵を含む２５℃の１／１０００規定アンモニア海
水中に添加して媒精させた。
【００２１】このようにして得た受精卵を１５ミクロン
の編み目のガーゼを使用して洗卵し、海水の温度を２５
℃に保った水槽に収容して、前記媒精から約２０時間後
に１００万個のあこや貝のＤ型幼生を得た。
【００２２】この幼生に植物プランクトンの珪藻とハプ
ト藻とを飼料として与えて飼育した。その結果、８０万
個体の稚貝が得られ、その沖だし後も順調に生育した。
【００２３】
【発明の効果】この発明は以上に詳細に説明したよう
に、従来不可能であった真珠貝の精液の長期凍結保存を
可能にし、これによって大量の遺伝子の保存を行うこと
ができ、目的に応じて品種改良ができる等、真珠貝の系
統保存と育種の安定生産に多大の効果をもたらすもので
ある。
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